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春闘

１．賃上げの行方

賃上げ（加重平均）
昇給率 昇給額

全体 定昇分 ベア分 全体 定昇分 ベア分

2025年
実績

全体 5.35% 1.65% 3.70% 16,842円 5,115円 11,727円

中小組合 4.98% 1.49% 3.49% 13,552円 4,084円 9,468円

賃上げ（加重平均）
昇給率 昇給額

全体 定昇分 ベア分 全体 定昇分 ベア分

2024年
実績

全体 5.20% 1.65% 3.56% 15,818円 5,124円 10,694円

中小組合 4.75% 1.59% 3.16% 12,484円 4,228円 8,256円

賃上げ（加重平均）
昇給率 昇給額

全体 定昇分 ベア分 全体 定昇分 ベア分

2026年
3月25日

時点

全体
要 5.96%

↓
回 5.48%  

要 1.59%
↓

回 1.63%

要 4.37%
↓

回 3.85%

要 19,684円
↓

回 18,661円

要 5,115円
↓

回 5,648円

要 14,438円
↓

回 13,013円

中小組合
要 6.67%

↓
回 5.19%

要 1.55%
↓

回 1.58%

要 5.12%
↓

回 3.54%

要 18,830円
↓

回 15,071円

要 4,366円
↓

回 4,477円

要 14,464円
↓

回 10,594円
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１．賃上げの行方

ベースアップで大切なことは

【 経営者からのメッセージ 】

 全体の底上げ（物価高騰への対応をしないと…）

 若年立上げ（若手の生活費を補填しないと…）

 魅力ある管理職（非管理職と逆転すると…）

 逆転が発生する層の解消（報われない世代には…）

 仕事の質を上げる（結局お金でしょ？からの脱却→人への投資）
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１．賃上げの行方

時給の行方

 10月以降の最低賃金の行方は？

 人件費増シミュレーション

 仕事の質を上げる
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２．中小企業の人事労務デザイン手法2026

 仕事の質を上げる（結局お金でしょ？からの脱却…人への投資）

↓

ストーリー展開と阻害要因は？

01

生産性向上という言葉
への他人事感と拒否感

04

経営者の感覚に頼らず、
従業員の声を拾う勇気を

05

評価と育成の視点を変
えて振り返りと成長へ

02
働く側のキーワードは
お金・余暇・面倒見

03
休日・休暇・休息→
労働時間と質の分析

06

新たな属人化の形→持
続可能なハードワーク

人事労務機能を分断しかねないキーワード

 つながらない権利 ≒ 残業キャンセル界隈

 静かな退職  令和版ミドルエイジクライシス
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